ノロウィルス食中毒

●潜伏期間：２４時間～４８時間

●症状：吐気・嘔吐・下痢・腹痛・軽度の発熱　＊感染しても発症しない場合

　　　　や風邪のような症状もある。

●検査：糞便や吐物を用いて電子顕微鏡法などの遺伝子を検出する方法

●感染経路：１．感染されていた貝類を生あるいは充分に加熱調理しないで食べた場合

　　　　　　２．食品取扱者（食品の製造等に従事する者、飲食店における

　　　　　　　　調理従事者、家庭で調理を行う者など）が感染しており、その者を介して汚染した食品を食べた者

　　　　　　３．患者様の糞便や吐物から二次感染した場合

· また、家庭や共同生活施設などでヒト同士の接触する機会が多い所でヒトからヒトへ直接感染するケースもある。

●発生時期：１１月くらいから発生し始め１～２月が発生のピークになる。

　　　　　　年々発生件数が増加している。

· 予防法：１．爪を短く切り、指輪など外し石鹸を充分に泡立て、洗浄する。

　　　　　２．調理台や調理器具を洗浄し、次亜塩酸ナトリウム（キッチンハイターなど）に浸す。

　　　　　３．患者様の吐物や糞便を処理する時は、必ずディスポ－ザブル手袋をする。

　　　　　４．「生食」以外のカキなどの２枚貝は充分に加熱して食べる。

· 患者様が発生したら：医師からの診察を受ける。

ドアノブ、手すり、蛇口、洗面所、便座など直接手が触れる場所の次亜塩酸ナトリウムでの消毒

